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試験区分：模擬実習 
 
■問題 

模擬実習として、作業療法で使用される革細工の一部の作業を行います。 
作業療法は人と接することが前提であり、その人（対象者）が作業をうまくできるように、対

象者に関心を持ち、その言動を観察し、対応するという関りが欠かせません。革細工の一部工
程のデモンストレーションを見た後で、実際にその革細工の一部を体験し、他者の行動の意図
や対応・支援方法について話し合っていただきます。 
 
■出題の意図 
リハビリテーションの一分野である作業療法では、人の理解と作業を進めることへの援助が

不可欠です。模擬実習で提示した課題に対処するためには、課題を理解し、実施方法を計画し、
実際に課題に取り組み、他者との検討を経て修正し、結論・結果を導き出す必要があります。志
願者が人と作業に対する観察力とコミュニケーション力を駆使しつつ、課題に取り組むことに
模擬実習の意図があります。 

 
■評価ポイント 
課題への取り組み方、その状況をもとに、主体性、協働性などの観点から意欲や理解力、他

者への配慮や問題解決能力を評価します。 


